「日本語を母語としない親と子どものための進路ガイダンス」実行委員会　会則
第１条（目的）
この会は、日本語を母語としない生徒が、自分の将来を考え希望を持って進学し、地域社会で生活できるようにするために、千葉県内で多言語対応の進路ガイダンスを開催し、高校進学に関しての情報提供を行うことを目的とする。
第２条（名称）
この会は、「日本語を母語としない親と子どものための進路ガイダンス実行委員会」と
　称する。

第３条（事業）
　　この会は、会の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　１．千葉県内において「日本語を母語としない親と子どものための進路ガイダンス」
　　　（以下「進路ガイダンス」）を開催する。
　　２．関係諸機関・団体と連携する。特に、県内各地の教育委員会や国際交流協会、他

　　　府県で同様の事業を開催するグループと情報を共有し、協力しあう。 
　　３．その他、目的達成に必要な事業を行う。

第４条（構成）

　　この会は、会の目的に賛同した日本語教室の教師・教員・学校派遣員・国際交流協会

　職員・在日外国人・大学研究者ら在日外国人児童生徒の教育に関心をよせる個人によっ
　て構成される。

第５条(加入と脱退)

　第１項　新たにこの会に加入しようとする個人の条件は、いとわない。

　第２項　退会の申し出があった場合に退会となる。　　

第６条（機関）

　　この会に、次の機関を置く。

　　１．全体実行委員会　２．地区別実行委員会　３．事務局　
　
第７条(実行委員会）

　　「進路ガイダンス」を開催する。
　　１、計画立案をする。
　　２．スタッフ（通訳・教員・ＯＢ／ＯＧら）依頼・チラシの作成と配付・当日使用す
　　　る多言語の冊子や資料の作成・後援依頼などの準備をする。

　　３．「進路ガイダンス」当日の運営を行う。
第８条（事務局)

　　事務局を、千葉市稲毛区弥生町１－３３　千葉大学教育学部社会教育研究室内　に置き、実行委員会の招集や本会の運営に関する諸業務にあたる。
第９条（役員および組織）

　　会に、実行委員長・事務局長・会場責任者・会計・会計監査と部門別責任者（渉外・
　通訳・ＯＢ／ＯＧほか）を置く。
　　役員は、自薦・他薦問わず会員の中から互選で決定する。
第１０条（財政）
　　会の財政は、共催団体の拠出金・冊子売上金・助成金・その他の収入によってまかなわれる。
第１１条（解散）
　　会は、次の場合に、解散する。

　　①　会員がいなくなったとき。

　　②　「進路ガイダンス」開催の必要性がなくなったとき。
　　③　「進路ガイダンス」の運営を他の機関・団体が引き継いだとき。
第１２条(設立)

　　会は、２００２年５月１日、この会則のもとに成立した。

第１３条（会則改正）

　会則は、実行委員会における裁決権者の３分の２以上の賛成で改正することができる。
付記

１．会則の施行および改正期日

　　この会則は、　　２００２年　５月　１日　実施

　　　　　　　　　　２００３年　５月１８日　第３条　一部改正
　　　　　　　　　　２００４年　５月１６日　第３条　一部改正
　　　　　　　　　　２００４年　５月１６日　第１０条　一部改正
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